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1. 本研究の目的および独創性

バンコマイシンはメチシリン耐性黄色ブドウ球菌に対す
る第一選択薬だが，過剰投与すれば腎毒性を示し，過少投
与すれば耐性菌を発生させてしまうため，治療用モニタリ
ング（TDM）が必要とされている。しかし，現状の分析法
は高コストで煩雑なため，発展途上国ではTDMが普及し
ていない。そこでTDMが可能になるようにバンコマイシ
ン用リエージェントレスセンサの開発を試みた。
バンコマイシンと特異結合する分子インプリント高分子

（molecularly imprinted polymer: MIP）にレドックス基を導
入し，電極で反応させれば，鋳型との特異結合に依存した
電流が得られ，リエージェントレスセンシングが可能にな
ると考えた（図1）。

2. 実験方法と結果

レドックス性のフェロセニル基を導入した，バンコマイ
シンに対するMIPを酸化インジウムスズ電極表面に固定
した。この電極で，バンコマイシンを含む緩衝水溶液（ま
たは牛全血）中で微分パルスボルタメトリーを行った。
得られた電流は，バンコマイシンの有効血中濃度域の濃

度上昇に伴って上昇したが，バンコマイシンと類似構造を
もつ抗菌剤の濃度には，ほとんど依存しなかった。同様に，
血液中でのMIPにおける電流値はバンコマイシン濃度に
依存した。

3. まとめ

バンコマイシンMIP固定電極はバンコマイシンに対し
て，高い選択性をもつセンサとして機能する。このセンサ
は，リエージェントレス定量が可能であるため，センサを
体内留置することで，さらなる簡便性の向上が期待できる。
バンコマイシン以外にも，免疫抑制剤，抗がん剤などの
TDM用センサへの発展も期待できる。
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図1　 レドックス基を導入したMIPにおけるリエージェントレ
スセンシング


